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どの区分にも
入らないもの

横から見て
中に波状の紙が
入っているもの

牛乳パック、
ジュースパック

新聞類

古紙として出せない紙類の主なもの

雑誌類 ざつがみ類 ダンボール類 牛乳パック類

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す
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ルは切って折り畳む

切り開いて乾燥させる。
プラスチックが付いてい
るものは外す。アルミ付
は可燃ごみに出す

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
チック部分は取り除く

シール、プラスチック
フィルム、金属やプラス
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新聞紙、折込広告

再利用

再利用

再利用

再利用 再利用

● 粘着物のついた封筒
● 防水加工された紙（紙コップ、紙皿、
　紙製カップ麺容器、紙製ヨーグルト容器、油紙、ロウ紙など）
● 裏カーボン紙、ノーカーボン紙  （宅配便の複写伝票など）
● 圧着はがき（親展はがき）
● 感熱紙（ファックス用紙、レシートなど）
● 印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙、感光紙（青焼きコピー紙）
● プラスチックフィルムやアルミ箔などを貼り合わせた複合素材の紙
● 金・銀などの金属が箔押しされた紙
● なっせん紙（昇華転写紙、絵柄などを布地に加熱してプリントする紙）
● 感熱性発泡紙 （点字関係で使用。熱を加えたところが盛り上がる紙）
● 合成紙（プラスチックで作られている紙）
● 臭いのついた紙（石鹸の個別包装紙、紙製の洗剤容器、線香の紙箱など）
● 水に濡れた紙、油のついた紙（使い終わったティッシュペーパーやタオルペーパー、食品などで汚れた紙）

荷造りひもは必ず外し
てから出す
荷造りひもは必ず外し
てから出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

プラスチックフィルム
が貼られた部分は、そ
の部分を取り除いてか
ら出す

問合せ先　環境経済課　蘂 95‒1613

）

調査の結果、紙類が半分程度
を占めています。
まだまだ、資源化可能な紙類
が多く含まれていますので、
今後も環境保全と天然資源の
消費抑制の観点から、更なる
分別への取組みにご理解とご
協力をいただきますようお願
いします。

町では、定期的に可燃ごみの
中身を調査しています。

可燃ごみ収集袋

大口町

　中身が残っていたり、汚れが付着していないように水ですすいで出
してください。汚れが落ちない場合は、「その他プラスチック」に出
してください。また、レジ袋等に入れてまとめた場合は、中身の確認
のため、捨てる際に必ず袋から出してください。

容器包装ではないもの（例）

危険物（禁忌品）

汚れが落ちないものは、

　間違いやすいものとして、CDやDVDのケース、クリーニングのビニール袋、
フリーザーバッグ、メール便のビニール製封筒、テープ、ひも、本のカバー、
バケツ、洗面器、コンビニスプーンは、容器包装プラスチックに該当しません。
その他プラスチックに入れてください。

　処理の際、手分別をおこないますので、カミソリや乾電池、
ライターなど危険物（禁忌品）は絶対入れないでください。

　公益財団法人日本容器包装リサイクル協会では、定期的に容器包装プラスチックの品質調査をおこなっており、
毎年２％未満の異物の混入があります。品質を維持するため、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

その他プラスチック

日本の食品ロス

環境への負荷を低減するには

年間約
632万 t
年間約
632万 t

世界全体の
食料援助量の
約2倍に相当

世界全体の
食料援助量の
約2倍に相当

国民１人当り
年間 23.7㎏
国民１人当り
年間 23.7㎏

年間約
302万 t
年間約
302万 t

家庭から排出される量家庭から排出される量

　大口町の家庭から出る可燃ごみの焼却場 (江南丹羽環
境管理組合美化センター)で、定期的に実施している可
燃ごみの分析調査によると、生ごみ類の約80％は水分で
あることから、水切りを十分おこなうことも効果的です。
　紙、布類は分別して地区の資源ごみ回収日、または、
資源リサイクルセンターに出すことで、ごみの減量が図
れ、古紙やウエス（雑巾等）に再利用されます。また、
家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出すこ
とによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資源は
チップ化し、土壌改良材やマルチング（根覆い材）とし
て再利用されます。

環境美化センターに搬入される可燃ごみの内訳は、紙、
布類が約半分を占めています。これらを分別して地区
の資源ごみ回収日、または、資源リサイクルセンター
に出すことで、ごみの減量
が図れ、古紙やウエス（雑巾
等）に再利用されます。

家庭から出た剪定枝や草等は、有機資源保管所に出す
ことによりごみの減量が図れ、保管所に搬入された資
源はチップ化し、土壌改良
材やマルチング（根覆い材）
として再利用されます。
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生ごみ生ごみ生ごみ
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の
水分がなくなったら

　ごみの発生を抑制し、排出されたごみは可燃ご
みに出すのではなく、分別して資源化する取り組
みを継続することで、最終処分場の延命化に繋が
り、環境への負荷が低減されます。一人ひとりが
できることは小さなことでも、みんなで取り組め
ば大きな力になります。さあ、できることから始
めましょう！今後も資源の有効活用、可燃ごみの
減量にご理解とご協力をお願いします。

可燃ごみ収集袋

大口町

半分を占めています。半分を占めています。

可燃ごみの内訳は
紙、布類が

80%の水分が
には

含まれています。

生ごみ

80%の水分が
には

含まれています。

生ごみ

有機資源保管所

野焼きは禁止です

地球温暖化・大気汚染の防止にご協力を

これからの季節は、暖房器具等の使用により地域から直接排出される二
酸化炭素が増加します。また、冬は気候が安定していて降雨日が少ない
ため地表付近の空気が汚れやすくなります。家庭でできる小さな心がけ
で、地球温暖化または、大気汚染の防止につとめましょう。

最近、「近所でごみを燃やして臭いがする」「煙で布団や洗濯物に臭いが
ついてしまう」など野焼きに対する苦情が多く寄せられています。
野焼きは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、例外を除き
原則禁止となっていますのでご注意ください。（例外規定でも煙等によ
り周辺住民の生活環境等に影響を及ぼすおそれがある場合については、
指導の対象になります）住みやすい生活環境を作るために、一人ひとり
が協力してより良い生活環境を築いていきましょう。

家庭の省エネ方法
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エアコンやガスファンヒーターの室温は、重ね着、薄着などの工夫で暖房は
20℃、冷房は 28℃を目安にしましょう。
照明や電化製品はこまめにスイッチを消しましょう。
こたつや電気カーペットなどの設定温度は低めに調節しましょう。
冷蔵庫はムダな開閉は止め、中に物を詰め込みすぎないようにしましょう。
また、冷蔵庫を壁から適切な間隔で設置するのも効果的です。
テレビは、画面は明るすぎないようにして、見ない時は電源を消すように心
がけましょう。
洗濯物はまとめて洗いましょう。
自動車の不要なアイドリングや、急発進、急加速を避け、エコドライブに努
めましょう。
公共交通機関や自転車を利用しましょう。

●

●
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●

●

●
●

●

暖房
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問合せ先　
環境経済課　蘂 95‒1613

野焼きは禁止です

野
焼
き
は
禁
止
で
す

地
球
温
暖
化

大
気
汚
染
の
防
止
に

ご
協
力
を

　

野
焼
き
は
、「
廃
棄
物
の
処

理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、原
則
禁
止
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。（
例
外
規
定
で
も
煙
等
に

よ
り
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
等

に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
導
の

対
象
に
な
り
ま
す
。）
住
み
や

す
い
生
活
環
境
を
作
る
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
が
協
力
し
て

よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
築
い
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

家庭の省エネ方法

ファンヒーターの室温は、重ね着、薄着などの工夫で暖房は 20℃、
を目安にしましょう。
照明や電化製品はこまめにスイッチを消しましょう。
こたつや電気カーペットなどの設定温度は低めに調節しましょう。

テレビは、画面が明るすぎないようにして、見ない時は電源を消
すように心がけましょう。
洗濯物はまとめて洗いましょう。

公共交通機関や自転車を利用しましょう。

資源リサイクルセンター休館

11月４日貍は、ふれあいま
つり開催のため、資源リサ
イクルセンターは臨時休館
いたします。

50 音別ごみ分別早見表の配布

広報おおぐち 11月号に合わ
せて、50 音別ごみ分別早見
表を配布致します。分別す
る際の目安としてどうぞご
利用下さい。
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な
お
、
家
庭
か
ら
出
た
剪
定

枝
、
草
、
竹
に
つ
い
て
は
、
有

機
資
源
保
管
所
に
て
分
別
回
収

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
暖
房

器
具
等
の
使
用
に
よ
り
地
域
か

ら
直
接
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
冬

は
降
雨
日
が
少
な
い
た
め
地
表

付
近
の
空
気
が
汚
れ
や
す
く
な

OFF

り
ま
す
。
家
庭
で
で
き
る
小
さ

な
心
が
け
で
、
地
球
温
暖
化
ま

た
は
、
大
気
汚
染
の
防
止
に
つ

と
め
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
年

末
年
始
は
ど
の
家
庭
で
も
大
掃
除
な
ど
で

ご
み
の
量
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
日
ご

ろ
の
分
別
・
資
源
化
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ご

み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
も
っ
た
い
な
い
』
の
精
神
を
忘
れ
ず

に
。
ま
ず
は
「
ご
み
を
出
さ
な
い
」
こ

と
が
大
切
で
す
。

▽�

買
い
物
に
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
、
レ

ジ
袋
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽�

食
べ
物
を
買
う
と
き
は
、
必
要
な
量
を

考
え
て
、
余
り
が
出
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽�

詰
め
替
え
、
再
利
用
で
き
る
物
や
、
長

期
間
使
え
る
物
、
修
理
が
可
能
な
物
な

ど
を
購
入
し
、
包
装
は
極
力
少
な
く
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ざ
つ
が
み
類
（
防
水
加
工
紙
や
感
熱
紙

な
ど
の
禁
忌
品
を
除
く
）
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
も
、
資
源
ご
み
と
し
て
種
類
ご
と
に

き
ち
ん
と
分
別
す
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
衣
類
は
、

可
燃
ご
み
で
出
す
の
で
は
な
く
、
資
源
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
、
地
域
の
資
源
回

収
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
ご
み
は
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
も
収
集
し
て
い
ま
す
。

開
所
日　

火
曜
日
か
ら
土
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら

午
後
４
時

※�

年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

※�

「
国
民
の
祝
日
」が
月
曜
日
に
あ
た
る
と

き
は
、
そ
の
日
後
に
お
い
て
そ
の
日
に

最
も
近
い
「
国
民
の
祝
日
」
で
な
い
日

に
振
替
ま
す
。

※�
年
末
年
始
の
開
所
日
は
、
広
報
12
月
号

36
ペ
ー
ジ
の
年
末
年
始
の
業
務
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

例
年
、
年
末
年
始
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

年
末
年
始
を
避
け
て
早
め
に
出
す
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
入
場
制
限
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
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ダ
ウ
ン
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割
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％
以
上
の
羽

毛
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と
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通
常
、
羽
毛
ふ
と
ん
は
粗
大
ご
み
と
し

て
処
理
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
が
、
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
無
料
で
回

収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回
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で
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な
い
羽
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と
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ダ
ウ
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の
割
合
が
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％
未
満
の
も
の
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フ
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と
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、
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と
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フ
ー
ド
ド
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10
月
3
日
（
月
）
か
ら
6
日
（
木
）
に
開

催
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
、
皆
さ
ん
か
ら

合
計
８
０
７
点
の
食
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
食
品
は
社
会
福
祉
法

人
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
支

援
を
必
要
と
す
る
方
々
に
届
け
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

使
用
済
み
小
型
充
電
式
電
池
、
ボ
タ

ン
電
池
、
コ
イ
ン
電
池

　

小
型
充
電
式
電
池
と
は
、
使
い
切
り
の

電
池
と
は
異
な
り
、
充
電
し
て
繰
り
返
し

使
え
る
電
池
で
す
。
回
収
す
る
小
型
充
電

式
電
池
の
種
類
は
、
ニ
カ
ド
電
池
、
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池

の
3
種
類
で
す
。

大
口
町
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
み
で
回
収
を
し
て
い
る
資
源
ご
み


